
【機２】  【配付者限り】 

 

令和７年度 第２回理事会 

 

日 時：令和７年５月９日（金）15:30～ 

 

場 所：森林総合研究所（つくば市）特別会議室 

 

 

Ⅰ．報 告 

 

１．令和７年度監事監査計画書について［監査室］ 

 

２．令和７年度 研究ディレクター・研究コーディネーターの業務分担［企画部長］ 

 

３．令和６年度及び第５期中長期期間に見込まれる業務の実績に関する自己評価のス

ケジュールについて（非公表）［研究評価科］ 

 

４．令和６年度原種苗木等の配布実績等について［林木育種センター］ 

 

５．令和７年度森林保険普及・加入促進活動計画について［森林保険センター］ 

 

 

Ⅱ．その他 
 
１．今後の主な会議・行事予定について 

 

２．主要行事 

 

３．森林総合研究所が広報普及した主な研究成果等について 
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理   事   会   資   料
令和７年５月９日
企     画     部     長

氏名 担当戦略課題等 特命事項

気候変動研究 齋藤 英樹 （１）ア　気候変動影響の緩和及び適応に向けた研究開発
図書
人材育成

生物多様性・生物機能 八木橋 勉 （１）イ　森林生物の多様性と機能解明に基づく持続可能性に資する研究開発
林木育種との連携
データ基盤整備
花粉発生源対策

国土保全・水資源研究 浅野 志穂 （１）ウ　森林保全と防災・減災に向けた研究開発
森林保険との連携
環境報告書・環境委員会

林業生産技術研究 細田 和男 （２）ア　林産物の安定供給と多様な森林空間利用の促進に資する研究開発
ダイバーシティ推進
研究倫理（副担当）

生物被害・きのこ研究 前原 紀敏 （２）イ　生物特性を活用した防除技術ときのこ等微生物利用技術の開発
研究報告編集
遺伝子組換え安全
動物実験

木質資源利用研究 伊神 裕司 （２）ウ　木材利用技術の高度化と需要拡大に向けた研究開発
研究倫理（主担当）
共同利用施設・機械運営

木質バイオマス利用研究 久保 智史 （２）エ　木質新素材と木質バイオマスエネルギーの社会実装拡大に向けた研究開発
総括代理
知財戦略（副担当）
化学物質等安全管理

国際連携推進 齋藤 英樹 　国際的な協調・連携が必要な研究課題の効率的な推進 IUFROとの連携

産学官民連携推進 石川 敦子 　産学官及び民との連携機能及び協力体制の強化
知財戦略（主担当）
広報

地域イノベーション推進
兼　関東中部地域

宇都木 玄 　地域課題の抽出、研究開発による課題解決、研究成果の地域への普及
総括
森林整備との連携

   令和７年度 研究ディレクター・研究コーディネーターの業務分担
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１．

特定母樹 花粉症対策品種

　ス  ギ 11,338 8,189 4,446

　ヒノキ 7,691 5,292 2,300

　カラマツ 1,137 1,037 -

　アカマツ 74 - -

　クロマツ 62 - -

　トドマツ 322 - -

合  計 20,624 14,518 6,746

２．

（１）

（２）

その他

理  事  会  資  料
令和７年５月９日

林木育種センター

注） スギについては、特定母樹と花粉症対策品種の両方に該当するもの1,311本が、それぞれの本数に含まれる
（総数においては重複計上していない）。

   令和６年度の原種苗木等の配布実績は２０,６２４本（前年度比９０％）となった。
特に、特定母樹は１４,５１８本（前年度比８３％）と、全体の７割を占めていた。ま
た、スギ、ヒノキ特定母樹を含む花粉の少ない品種は１８,９１６本で全体の９割を
超えていた。
　（参考：令和５年度の配布実績は２３,０２９本、うち特定母樹は１７,３９３本）

   当センターが開発した優良品種等の原種苗木等の普及を図るため、都道府県
や民間の認定特定増殖事業者等に対し、採種穂園の造成や管理等に係る技術
指導を実施。

　　　　　令和６年度 原種苗木等の配布実績等について

配布実績

樹　　種   総　数  (本)
（左記の内数）

注） 原種苗木等とはつぎ木苗木、さし木苗木、穂木である。

特定母樹と花粉症対策品種の両方に該当するもの（平成26～令和６年度のスギ）については特定母樹に含めている。

（本）
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理 事 会 資 料 

令和７年５月９日 

森林保険センター 

 

令和７年度森林保険普及・加入促進活動計画について 

 

「森林保険普及・加入促進戦略」（令和３年４月１日森林保険センタ

ー）に基づき作成。 

 令和７年度は以下の取組を進める。 

 

１．普及及び加入促進のための広報活動 

（１）ウェブ媒体の活用 

（２）広報誌等の発行 

（３）森林保険普及事務等委嘱事業 

（４）その他 

 

２．加入促進 

（１）造林補助事業と連携した取組の推進 

（２）森林経営管理制度による森林保険の活用推進 

（３）森林所有者等への働きかけの強化 

（４）公有林への働きかけ 

（５）継続加入を推進する取組の実施 

 

３．研修を通じたスキルアップによるサービス向上 
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令和７年５月理事会資料 

国 立 研 究 開 発 法 人 

森 林 研 究 ・ 整 備 機 構 

 

今後の主な会議・行事予定について 

 

日 付 研
究 

整
備 

保
険 

行 事 名 場 所 等 

5月10日～

11日 
○ ○ ○ 

第34回森と花の祭典－「みどりの感謝祭」

併催行事「みどりとふれあうフェスティバ

ル」 

高尾599ミュージアム（東京都八王

子 

市）（主催：林野庁ほか、ブース出展 

：森林研究・整備機構） 

5月14日  ○  全国水源林造林協議会連合会 総会 

ルポール麹町（東京都千代田区） 

（主催：全国水源林造林協議会連合

会、出席：森林整備センター） 

5月20日～

23日 
 ○  会計検査院実地検査 

宮崎水源林整備事務所 

（実施：会計検査院） 

5月20日～

23日 
○   

令和7年度九州地区林業試験研究機関連絡

協議会研究担当者会議（保護、育林・経営

、育種、特産部会） 

九州支所 

（主催：九州地区林業試験研究機関

連絡協議会） 

5月27日～

28日 
○   

令和7年度九州地区林業試験研究機関連絡

協議会研究担当者会議（木材加工部会） 

大分県農林水産研究指導センター林

業研究部（大分県日田市） 

（主催：九州地区林業試験研究機関

連絡協議会） 

5月28日 ○   
令和7年度近畿中国森林林業技術開発協議

会 

関西支所（主催：近畿中国森林管理 

局、関西支所） 

5月29日 ○ ○ ○ 令和7年度機構会議 
森林総合研究所 

（主催：森林研究・整備機構） 

 6月3日 ○   令和7年度四国地区林業技術開発会議 
愛媛県林業会館（愛媛県松山市） 

（主催：四国支所） 
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月　　日 行　事　内　容 出　席　者

４月4日（金） 【共】第１回理事会 理事長、各理事、森林保険センター所長、両監事

7日（月） 庁議 理事長

〃 【研】国会議員視察対応 理事長、企画・総務・森林保険担当理事、研究担当理
事

8日（火）
～10日（木）

【共】新規採用者研修 理事長、各理事

9日（水） 【共】監査法人による中間報告会 両監事

10日（木） 【共】農林水産4法人監事連絡会 両監事

15日（火） 【研・整】森林部門技術士会通常総会 理事長、企画・総務・森林保険担当理事、森林業務担
当理事（森林整備センター所長）

16日（水） 【研】林野庁総合職新規採用者研修講義 企画・総務・森林保険担当理事

18日（金） 【研】春の森林講座

23日（水） 【研】マレーシア・サラワク森林局視察対応 理事長

主要行事（令和７年４月４日～令和７年５月８日）

※　【研】：森林総合研究所、【育】：林木育種センター、【整】：森林整備センター、【保】：森林保険センター、【共】：共通の行事　 の略

令和７年５月理事会資料

国 立 研 究 開 発 法 人

森 林 研 究 ・ 整 備 機 構
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森林総合研究所が広報普及した主な研究成果等について

〇　前月以降公開済の研究成果

研究者・担当者名 掲載誌名 論文公開時期 備考

1
ﾀｶﾔﾏ ﾉﾘﾏｻ
高山 範理
森林管理研究領域

森林総合研究所研究
報告

2025/03

2
ｱﾍﾞ ﾄｼｵ
阿部 俊夫
森林防災研究領域

水利科学 2025/02

3
ﾔﾏｳﾗ ﾕｳｲﾁ
山浦 悠一
四国支所

日本森林学会誌 2024/12

4
ｲｲｼﾞﾏ ﾊﾔﾄ
飯島 勇人
野生動物研究領域

EcoHealth 2025/01
プレスリリー
ス

〇　最近のシンポジウム・イベント

名称 担当 主催等 開催場所 開催日 備考

1

市民のための科学技術週間
イベント
SCIENCE & TECHNOLOGY
PRE EVENT 2025

森林総合研究所
広報普及科

つくばまちなかデザイン株式
会社

つくばセンター広場
（つくば市）

4月12日(土)

2

令和7年度(第66回)科学技術
週間
森林総合研究所一般公開
「春の森林講座」

森林総合研究所
広報普及科

森林総合研究所
森林総合研究所
（つくば市）

4月18日(金)

積雪地域の森林伐採、田植え期の水資源量を減ら
さず

スギ・ヒノキ人工林における広葉樹を残す保持林業
と鳥類保全

高致命率のマダニ媒介性感染症SFTSの感染が発
生しやすい環境を解明
—野生動物と人間の活動域が交わる境界では特に
注意が必要—

広報タイトル

令 和 7 年 5 月 理 事 会 資 料
森 林 研 究 ・ 整 備 機 構
森 林 総 合 研 究 所

ツイッター上の「森林」、規模の大きい話題と関連し
たつぶやき多め
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